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【背景】昭和大学薬学部では､学生が卒業時に有している能力 (コンビテンシー)

として7項目を定めている｡そこで､5年次の病院実習において今年度より新たな

試みとして ｢症例検討会｣を導入し､学生が担当した患者の治療-の関わりをプ

レゼンテーションすることでコンビテンシーのうち ｢コミュニケーション能力｣､

｢薬物治療の実践と評価｣について評価し､指導を行った｡【方法】学生は､病棟

実習で担当した患者 1名について､事前に提示したスライ ド作成要綱に基づき､

患者紹介 ･問題点 ･経過と関わり･今後の行動計画についてまとめ､病棟薬剤師 ･

実務家教員 ･担当教員 ･他の学生に対しプレゼンテーションした｡実務家教員は

予め作成した評価表に基づき10項目の評価を行った｡【結果】｢時間通りに開始し､

制限時間内に終わる｣､｢スライ ドは見やすい｣､｢わかりやすく説明できる｣､｢声

は聞き取りやすく､話し方のテンポは適切である｣といった基本的なプレゼンテ

ーション能力に関する項目は､4点 (5点満点中)以上の高評価であったが､｢病

態が十分に把握できている｣､｢自分の考え (患者の薬物療法に対する評価やプラ

ンについて)を述べることができる｣､｢自分の考えを裏付ける根拠を述べること

ができる｣といった薬物治療の実践と評価に関する項目は､平均 3.5点 (5点満点

中)と比較的低い評価であった｡【考察】本学においては低学年時よりPBLチュー

トリアル教育を実施しており､他者に対してわかりやすく説明するコミュニケー

ション能力を身に着けている学生が多かった｡薬物治療の実践と評価に関しての

能力については､改善の余地があり､担当患者にとって根拠ある最適な薬物治療

の提案や薬効 ･副作用の観察計画の立案ができるよう､実際の臨床に則した演習

等を低学年時より取り入れていく必要性があると考えられた｡


